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こ
れ
か
ら
の
本
部
活
動

　
　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会

　
会
長
　
勝
　
野
　
堅
　
介
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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
助
成
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

ポーランド共和国パヴェウ・ミレフスキ大使
（中央後列）と希宝の子供達

２
面
へ
つ
づ
く

　　
静
岡
県
浜
松
支
部

七
月
六
日
春
季
善
行
表
彰

を
受
賞
し
た
浜
松
市
民
グ

ル
ー
プ
「
創
作
童
衆
希
宝
」

の
伝
達
式
が
、
浜
松
市
役
所

に
て
会
顧
問
で
も
あ
る
鈴

木
康
友
市
長
来
賓
の
も
と

行
わ
れ
た
。
勝
野
堅
介
会
長

よ
り
祝
電
を
賜
り
披
露
し

た
。
希
宝
は
地
域
慈
善
活
動

の
ほ
か
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ
渡

航
し
国
際
親
善
の
架
け
橋

活
動
も
行
い
、
そ
れ
ら
の
功

績
も
評
価
さ
れ
、
駐
日
ポ
ー

ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
が
来

浜
し
た
際
、
希
宝
と
対
面
し

活
動
の
労
い
を
受
け
た
。

　　
名
古
屋
支
部

令
和
四
年
度
総
会
・

春
季
・
特
別
善
行
表
彰

伝
達
式
を
開
催

令
和
四
年
六
月
十
八
日

（
土
）
名
古
屋
市
中
区
橘
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
。
令
和
四
年
度
定
時
総

会
及
び
春
季
・
特
別
善
行
表

彰
伝
達
式
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

野
瀨
支
部
長
の
挨
拶
、
来

賓
祝
辞
に
続
き
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
令
和
三
年

度
事
業
及
び
決
算
報
告
、
監

査
報
告
」
か
ら
第
五
号
議
案

「
今
後
の
活
動
予
定
」
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
報
告
・
説
明
の
後
、

審
議
・
質
疑
を
終
え
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
春
季
・
特
別

善
行
表
彰
伝
達
式
を
行
い
ま

し
た
。

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　
喜
び
の
声

特
別
表
彰

参
加
す
る
こ
と
に意義

あ
り

　
宮
城
県
仙
台
市

後
藤
　
道
子

こ
の
度
、
令
和
四
年
度
春

季
・
特
別
善
行
表
彰
に
あ
た

り
善
行
金
章
と
い
う
栄
誉
あ

る
賞
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
四

人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
専
業

金

　
　章

主
婦
だ
っ
た
私
の
社
会
参
加

の
第
一
歩
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で

し
た
。
子
ど
も
の
小
・
中
・

高
校
時
代
の
約
十
七
年
間
の

活
動
は
泉
市
Ｐ
連
、
仙
台
市

Ｐ
連
の
役
員
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
地
域
づ
く
り
は｢

参

加
す
る
こ
と
に
意
義
あ
り｣

に
気
付
き
、
子
ど
も
の
成
長

と
と
も
に
私
自
身
も
成
長
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
婦
人
団
体
や
民
生
委

員
、
児
童
委
員
、
体
育
振
興

会
、
地
域
社
会
福
祉
協
議
会

等
々
に
長
年
か
か
わ
り
、
振

り
返
っ
て
み
た
ら
四
十
六
年

と
い
う
長
い
年
月
地
域
活
動

に
か
か
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。

現
在
、
町
内
会
長
を
三
十
三

年
目
、
地
区
社
協
の
会
長
を

十
一
年
目
等
、
八
十
才
に
し

て
生
涯
現
役
を
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
住
み
良

い
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
、

自
分
た
ち
の
思
い
を
込
め
て

創
る
こ
と
に
精
を
出
し
、
地

域
の
発
展
は｢

論
よ
り
行
動｣

を
心
に
、
善
行
表
行
金
章
の

受
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う
に
老
い

て
増
々
頑
張
り
ま
す
。

善
行
会
の
増
々
の
発
展
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

善
行
銀
章
を
受
賞
し
て

　
東
京
都
練
馬
区

髙
橋
　
利
充

こ
の
度
、
令
和
四
年
度
特

別
善
行
表
彰
銀
章
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私

と
子
ど
も
た
ち
と
の
関
わ
り

は
三
十
年
程
前
、
地
元
小
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
お
引
受

け
し
た
の
が
ス
タ
ー
ト
で
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
契
機
に
、

銀

　
　章

地
元
小
学
校
の
学
校
開
放
事

業
や
地
域
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

運
営
な
ど
に
関
わ
り
、
現
代

の
子
ど
も
た
ち
が
、
い
か
に

安
全
に
遊
ぶ
場
所
が
な
く
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
に
任

さ
れ
た
遊
び
や
集
ま
り
が
で

き
な
い
環
境
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

二
十
年
前
か
ら
練
馬
区
の

各
小
学
校
で
は
「
学
校
応
援

団
」
の
制
度
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
も
団
長
と
し

て
地
域
の
人
々
と
共
に
放
課

後
や
夏
休
み
に
小
学
校
の
敷

地
内
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守

り
、
子
ど
も
た
ち
が
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う
活

動
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
地

域
の
宝
物
で
あ
る
」
こ
と
を

第
一
に
考
え
、
地
域
の
人
間

と
し
て
貢
献
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　　
愛
知
県
豊
橋
支
部

定
期
総
会
と
伝
達
式

の
開
催

令
和
四
年
六
月
二
十
五
日

に
定
期
総
会
が
、「
高
千
穂

会
館
」
に
て
三
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
あ

た
っ
て
、
令
和
二
年
度
の
秋

季
善
行
者
三
名
の
伝
達
式
が

延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
市
長
並
び
に
衆
議
院

議
員
の
方
々
の
参
列
の
も

と
、
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
三
名
の
方
々
そ

れ
ぞ
れ
マ
ス
ク
越
の
笑
顔
が

素
敵
で
、
伝
達
式
の
意
義
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
総
会

を
行
い
、
原
案
通
り
可
決
さ

れ
、
懇
親
会
も
行
い
ま
し
た
。

当
初
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
を

懸
念
い
た
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
一
人
一
人
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
で
区
切
ら
れ
て
い
ま

し
た
の
で
、
多
少
の
聞
こ
え

に
く
さ
は
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
会
員
や
賛
助
会

の
方
々
皆
、
安
心
し
て
顔
を

合
わ
せ
て
の
会
話
が
弾
み
、

終
始
和
や
か
に
進
行
し
、
大

変
有
意
義
な
会
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
善
行
会
の

活
動
を
通
し
て
、
よ
り
よ
い

社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
う
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　　
香
川
県
支
部

令
和
四
年
度

特
別
善
行
表
彰
伝
達
式
、

令
和
四
年
度
総
会
及
び

懇
親
会
の
開
催

令
和
四
年
六
月
二
十
六
日

（
日
）
宇
多
津
町
ホ
テ
ル
ア
ネ

シ
ス
瀬
戸
大
橋
に
お
い
て
、
令

和
四
年
度
特
別
善
行
表
彰
伝

達
式
、
令
和
四
年
度
の
総
会
、

懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
対
策
に
つ
い
て
順
次
緩
和

さ
れ
て
い
る
折
、
三
密
に
つ

い
て
の
対
応
は
、
入
室
時
に

体
温
測
定
、
マ
ス
ク
の
着
用

な
ど
に
配
慮
し
、
ま
た
ホ
テ

ル
側
に
対
し
部
屋
を
広
く
、

隣
と
の
距
離
は
一
メ
ー
ト
ル

以
上
取
る
様
に
お
願
い
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

特
別
善
行
表
彰
伝
達
式
で

は
、
西
村
治
夫
氏
が
出
席
で

き
な
い
た
め
、
後
日
訪
問
伝

達
と
し
て
西
村
一
夫
秀
天
支

部
長
が
訪
問
、
表
彰
状
と
銀

章
を
伝
達
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
大
捕
事
務
局
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
北
副
支

部
長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
西

村
支
部
長
の
挨
拶
、
来
賓
の

顧
問　

斉
藤
善
明
様
、
瀬
戸

隆
一
様
か
ら
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。
議
事
に
入
り
令
和
三

年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決

算
報
告
、
監
査
報
告
そ
し
て
、

令
和
四
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）、
予
算
（
案
）、
役
員
改

選
（
案
）
に
つ
い
て
全
員
が

再
任
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

別
室
で
懇
親
会
を
開
催
、
香

川
勝
様
の
乾
杯
の
発
声
で
祝
宴

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
宴
た
け

な
わ
の
中
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
）

時
間
を
短
縮
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
平
田
副
支
部
長
か
ら
本

支
部
の
発
展
と
参
列
者
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
散
会

し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

の
第
七
波
は
ま
だ
収
ま
り

ま
せ
ん
。

六
月
中
旬
に
総
会
を
開
催

し
た
時
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
も

落
ち
着
き
を
見
せ
て
お
り
、

本
部
主
催
の
各
種
行
事
を

順
次
再
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
ま
た
難
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

九
月
に
予
定
し
て
い
た
全

国
支
部
長
会
議
は
、
九
月
の

実
施
は
取
り
や
め
て
延
期

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

全
国
の
支
部
長
の
皆
様
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
情

報
交
換
、
意
見
交
換
を
行

う
と
と
も
に
懇
親
を
深
め

る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、

今
後
の
状
況
を
み
て
ぜ
ひ

何
と
か
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

皇
嗣
殿
下
の
ご
接
見
に
つ

い
て
は
、
残
念
な
が
ら
今
年

度
も
実
施
の
お
願
い
を
見

送
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
結
論
で
す
。
来
年
度
以
降

の
再
開
に
つ
い
て
皇
嗣
職

と
ご
相
談
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
の
表
彰
式
に
つ
い
て

は
、
も
う
少
し
様
子
を
見
た

上
で
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
仮
に
中
止
せ

ざ
る
を
得
な
い
場
合
で
も
、

支
部
合
同
の
伝
達
式
や
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
の
伝
達
式

が
可
能
な
場
合
に
は
、
本
部

か
ら
私
や
他
の
役
員
が
出

席
す
る
こ
と
も
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
善
行
会
発
足

八
十
五
周
年
に
当
た
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
記

念
行
事
等
の
実
施
は
こ
れ

ま
で
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
中
に
は
記
念
と

な
る
催
し
等
を
何
ら
か
の

形
で
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
状
況
を
み
な
が
ら 

随
時
ご
連
絡
い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

皆
様
ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も

ご
健
康
に
留
意
さ
れ
て
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。


